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　第 42 回日本診療情報管理学会学術大会は、来る 10 月 12～14 日、東京国際フォーラムで開催さ

れます。多数の応募をいただき、事務局も準備に奔走しているところです。今回は、ご存じの通り

IFHIMA（診療情報管理協会国際連盟）国際大会 2016、WHO-FIC（世界保健機関国際統計分類）

ネットワーク年次大会との同時開催となります。従って、世界で診療情報はどのように扱われ、考

えられているか、どのようなことが問題になってきたのかを知るまたとない機会です。国内の会員

向けとして ｢海外ワークショップ、世界各国の診療情報管理の現状 ｣、一方、IFHIMAの企画とし

て行われる｢死因統計サミット｣｢国際シンポジウム｣があり、これらは同時通訳付きで行われます。

さらに、ICD-11 の内容、その進捗状況等が IFHIMAの中で報告され、本学術大会に参加される方

はすべて聴講可能となります。これらのほかに国内大会としては、｢先進的な医療情報活用への取

り組み ｣として、発展し続ける医療情報の新たな管理 ･活用について、｢診療情報をめぐる法的問

題 ｣、｢ 診療記録の新たな質的監査の試み、～死亡時チェックシートの検討～ ｣をシンポジウムと

して組んでおります。生涯教育研修会のランチョンセミナーとしては「インフォーメーション ･ガ

バナンス」を予定、一般演題、学生演題合計約 340 題と合わせ、実り多き大会となるよう準備を進

めております。

　近年の ITの進歩により、いわゆる診療記録領域においても爆発的な勢いで情報量が増え、その

管理手段としての電子カルテ等のシステムも進歩し、診療記録の手段、その考え方自体、変化の渦

中にあり、医療者はこのことに振り回されているといえる面もあると思います。物理的な統制や一

般社会における契約 ･規制 ･記録とは異なる、医療の根底にある人間性、信頼、不確実性をも含め

た情報の整理 ･選択を念頭に置きながら、是非多くの方に参加していただき一緒に考える機会にな

れば幸いです。多くの方の参加をお待ちしています。
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